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研 究 主 題

表現活動 を通 して思考力を高める指導法の工夫

1研 究主題設定の理由

国 際 化 、 情 報 化 の進 展 、 科 学 技 術 の一 層 の発 達 な ど に よ り、 現 代 社 会 は新 しい技 術 や知 識 を

活 用 す る時 代 へ と移 りっ っ あ る。 一 方 、 社 会 が急 激 に変 化 す る に したが って 、 人 間 関 係 は希 薄

に な り、 そ れ ぞれ に大 切 に した い もの が異 な る な ど、 人 々 の価 値 観 は多 様 化 して きて い る。

この よ うな状 況 の中 で、 社 会 の変 化 に主 体 的 に対 応 し、 た くま し く生 き る た あ に は、 知 識 を

活 用 し、 現 実 の状 況 とそ れ を対 応 させ なが ら、 分 析 。統 合 ・評 価 を行 うな ど、 考 え る力 を もっ

こ とが 大 切 で あ る と考 え る。 なぜ な ら、 コ ン ピュ ー ター の情 報 量 が は るか に人 の それ を しの い

で い る今 、 知 識 を大 量 に も って い る こ とよ り も、 知 識 を 活 用 す る ことが 求 め られ て い るか らで

あ る。

ま た、 社 会 生 活 を 円滑 に営 む 上 で も、 豊 か な人 間 関 係 を 築 くこ とが 大切 で あ り、 その た めに、

自分 の考 え を ま と め、 相 手 に正 し く伝 え る力 を もつ こ とが 求 め られ て い る。

本 研 究 に先立 ち、 生 徒 の実 態 把 握 のた め に授 業 分 析 を 行 っ た。 その 結 果 、 「知 識 は多 く も っ

て い るが 、 『なぜ 』 『ど う して 』 と考 え る こ とが で き な いで い る」 「根 拠 に 基 づ い た 意 見 を もて

な いで い る」 な ど、 思 考 力 に不 足 す る と こ ろが あ る こ とが 分 か った。 そ の 原 因 と して 従 来 の 教

育 が 、 考 え る力 を 育 む 上 で 十 分 で な い面 が あ っ た こ と に加 え て 、 幼 い頃 か らの 自然 体 験 や 社 会

体 験 が 不足 して い る こ と も挙 げ られ るで あ ろ う。 体 験 を 失 った 子 ど もは 「あ あ な る ほ ど、 そ う

だ った の か」 と う なず き なが ら学 ぶ こ と よ り も、情 報 を 丸 の み す る傾 向 に あ る。

以 上 の よ うな 課 題 と状況 を 踏 まえ 、本 部 会 で は 「思 考 力 の 育 成 」 を 研 究 の 中心 に位 置 付 け る

こ と に した。 中学 校新 学 習指 導 要領 が 、 国 語科 の 目標 と して 「伝 え 合 う力 を 高 あ る と と もに 、

思 考 力 や想 像 力 」 を 養 う と示 し、思 考 力 の育 成 を 重 視 して い る こ と も受 け、 「考 え る」 こ と に

視 点 を 当 て、 生 きて 働 く力 を 中学 生 に身 に っ け させ た い と考 え た の で あ る。

ま た、 そ の思 考 力 を育 成 す る手段 と して 、 本研 究 は 表現 活 動 に 着 目 した。 な ぜ な ら、 テ レ ビ

ゲ ー ムな ど の一 人 遊 び の流 行 に よ り、 子 ど も は部屋 に と じこ も り、 友 人 とふ れ あ う機 会 が 減少

して い るか らで あ る。 そ の た め人 に何 か を伝 え る必 要 もな くな り、 自分 の 考 え を もっ こ と も少

な くな って い る。 表現 す るに は、 情 報 を 自分 の情 報 処 理 体 制 に取 り込 み 、 自分 な りに 整 理 ・統

合 しな け れ ば な らな い。 ま た 、 自信 を も って 自分 の考 え を表 す こ とは 、 同 時 に他 人 の 考 え を受

け と め る こと に ほ か な らな い。 この よ うに 表現 活 動 は思 考 力 と深 くか か わ って い る。 そ して 、

それ は前 述 した よ うに、 豊 か な人 間 関 係 を築 く上で もた い へ ん重 要 で あ る。

子 ど もは 自分 に か か わ る人 々 や環 境 との 出会 い の中 で 成 長 す る。 学 習 内容 を本 当 の意 味 で定

着 させ る ため に も、 表 現 活 動 を通 した 「思 考 力 の育 成 」 が大 切 で あ る と考 え た。

以 上 の 理 由 か ら、 本 年 度 の研 究 主 題 を 「表 現 活 動 を通 して思 考 力 を 高 め る指 導 法 の 工 夫」 と

した。
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皿 研究の構想

1基 本 的な考え方

情報 が氾 濫 し、激 しく変化す る社会 に適応す るため に、 自 ら学び、 自 ら考え る力 をは ぐくむ

教育 の充実 が求め られて いる。中央教育審議会第一 次答申(平 成8年7月)で は、 「ゆ と り」

の中で 「生 きる力」を は ぐくむ ことを重視す る基本 姿勢が述べ られて いる。 さ らに、 「生 きる

力」 において、「いかに社会 が変化 しよ うと、 自分で課題 を見っ け、 自 ら学 び、 自 ら考 え、 主

体 的に判 断 し、行 動 し、 よりよ く問題を解決す る資質や能力」 を重要な要素の一っ と して挙 げ

て いる。 また、教 育課程審議会 にお ける国語科 の改善方針の中で も、「自分 の考 え を もち、 論

理 的に意 見を述 べ ることので きる力」を育成す ることの必要性 が述べ られ、思考力 ・表現力の

育成 が重要 視 されて いる。

思考 も表現 もすべて言 語 を媒介 と してな され るものであ る。 思考力を高 める指導法の工夫 に

つ いての研 究を進 め るにあ た って、生徒 に身 につ けさせ たい思考力の要素 と して、 「情 報 を正

し く理解 す る力」 「得 た情報 を判断 ・分析 し、選択 ・比較 す る力」「根拠 に基づ いて 自分の考え

を もち、 それを人 に伝 え るための工夫をす る力」「考 えをま とめ、深 めて い く力 」 等 が あ ると

考 えた。 日常生活 にお けるさまざまな場面 にお いて、 この ような思考力 を身 にっ け る ことは、

社 会生活 を円滑 に営 む上 で不可欠 なことで ある。 すなわ ち豊かな人間性 、社 会性を育み、生涯

を通 じてた くま しく生 きる力を養 うことと思考力の育成 とは密接 なっなが りがあ ると考え られ

る。

研究 を始 め るにあた って生徒の実態調査を行 った ところ、「課題 に対 して主 体 的 に取 り組 み

自分 の考 えを順序立 てて組み立て表現 す ることが苦手」「感覚 で答 え るこ とが多 く、 根拠 に基

づいて意 見を述 べ ることがで きない」 「他者 の意見 に安易 に流 されやすい」「相手 の意図を冷静

に聞 き取 り、 自分 の考え と照 らし合わせ なが らさ らに考えを深め ることがで きない」 とい うよ

うな傾 向があ るということがわか った。本研究で は、 これ らの傾向 を少 しで も改善 し、主体的

に学 習に取 り組 もうとす る姿勢を身 にっ けるため に、言語活動の一環であ る表現活動 に着 目 し

た。平成10年 度第27回 全 日本 中学 校国語教育研 究協議会 にお いて も、 「目的 や方 向 に沿 って効

果的に話 した り、 聞 いた りす る能 力の育成」「相手 や目的に応 じて効 果 的 な文 章 を書 くこ との

で きる能力 の育成」 が重 視 されてお り、表現活動 の いっそ うの充実が強 く求 め られて いる。

今年度 は3班(文 学 的文章班2班 、古典班1班)に 分 かれ研 究を進 めた。 文学的文章班 は班

によ る話 し合 い活動、古 典班 は新 聞作 りをそれぞれ表現の主な手 段 と し、思考力 を高 めること

をね らい と して、指導 法の改善 ・工夫を行 った。 その際、思 考力を高める指導法 の工夫 として、

以 下の点 について検証授 業の申で実践 し再考を重ねた。

1

2

0σ

4

学習活動 のね らいを明確 にす る。

思考過程 を大切 に し、思考す る時間を十分 にとる。

話 し合 い活動 におけ る指導者の支援の方法を工夫す る。

発表(口 頭 ・記述)の 機会を多 くし、互 いに啓発 し合 う中で学ぶ ことの価値 に気付かせ

る 。
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2研 究の方法

研究 の方法 と しては、前述 の基本的 な考 え方 に立 ち、研究全体 の教材 を文学 的文 章 と した。

また、研究の組織 として現代文 をニ グループ、古典文 を一 グループと三っのグループ編成 と し、

それぞれ に指導法 の工夫 ・改善 を試み る ことに した。

1班

1班 では本研究 の研究 主題を もとに、「話 し合 い活動 を通 して主体 的 に読 みを深 め る力 を育

て る」 を副主題 と設定 し、小説 を教材 と して以下 のよ うな視点 に立 ち指 導法 の工 夫 を重 ね た。

まず、 どのよ うに描 かれてい るか とい う読 み取 りを表現 にそ って正確 にす る。 さらに、思考

をゆさぶ り活性化 させ る課題 を与 え、話 し合 いの形態 を工夫 し、話 す ・聞 く力 を はぐくむよ う

にす る。 この ことで、文学 を読 む楽 しさを大切 に しなが ら、豊か に読 みを深 め、作品 の主題 に

迫 って い く。 また、他 の考 えを聞 き、 自分 の考 えと比べ、 よ り深 めた上で、個 々の多様 な読 み

を認 め合 って い く。 この活動 を通 して、文学 を読む楽 しさを味わ いなが ら、相手 の考 えを的確

に理解 し、 自分 の考えを論理的 に表現 して い く力を は ぐくむ ことがで きるので はないか と考え、

研究 を進 めた。

2班

2班 で は1班 と同様 に小説 を教材 と し、 「話 し合 い活動 を通 して主体 的 に読 み を深 め る力 を

育て る」を副主題 として設定 した。そ して 「表現活動」の中か ら音声言語 による話 し合 い活 動 、

お よび、文字言語 による文章表現活動 を取 り入 れる ことと した。

話 し合 い活動で は、対話形式、班形式、学級単位 な ど、多様 な活動 を設定 す ることで、他 の

人の さまざまな ものの見方、考 え方 を知 る と同時 に、 自 らの考 えを確認 し深 め ることがで きる

と考 えた。 そ して、 それが、主体的 な読 みを身 にっ けさせ、思考力 を育成す る ことにっなが っ

てい くと考 え研究 を進 めた。

3班

3班 では本研究 の研究主題 を もとに、「新聞作 りを通 して思考力 の育 成 を図 る」 を副主題 と
1

して設定 し、以下 のよ うな視点 に立 ち指導法 の工夫 を重 ねた。

とか く知識重視 の一斉授業 にな りがちな古典単元 を、新 聞作 りという方 法を取 ることによ っ

て、 日本の伝統文化 に 自主的 に触 れ 「古典 に親 しむ」態度 を育成 す る授 業 がで きるで あ ろ う、

という仮説 に立 ち研究 を進 あた。

新 聞作 りに は、 自分 の考え を もち、 それ を文章 に して表現 す る力 が必要 であ る。 また、記事

を合評 し一枚 にま とめる過程 にお いて の話 し合 い活動 によ って個 々の思考 を高 あ、 自己表現 力

をっ け ることがで きる。 この ような話 し合 い活動 の繰 り返 しによ り、集団 としての思考 力 も深

め られ る。新聞作 りという過程 にお いて 「表 現力」 と 「思 考力」 の二っ の力 を身 にっ けさせ る

ことが可能で あろ う。 また、新 聞の もっ多様 性 と発展性 は子 ど もが本来 もっている想像力 を高

め る もので あると考 え、研究 を進 めた。
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皿 研究の内容

11班

(1)ね らい

1班 で は、表現活動を通 して思考力が高 まるよ うな文学的文章 の教材 を選択 し、話 し合 い活

動 を通 して主体 的 に読みを深 める力を養 う指導法を工夫 した。 その際、文学的文章 を通 して思

考力を培 うため に、 いか にどのよ うに描かれて いるか の読 み取 りをすることにより主題 に迫 り、

その過程 の中で豊か に読み を深 める力 を養 お うと試み た。 そのために、 明確 な根拠 に基 づ く話

し合 い活動を取 り入 れ、主体的、積極的 な学習活動 を展開す ることによ って、 確 か な話 す力 、

聞 く力が培え るので はないか と考 えた。 また、話 し合 いな ど学習 内容 の交流 によ って読解 力を

高 めよ うとす る場合、何 のたあに話 し合 いをす るのか、 目的を明確 に した上 で、 どの よ うな こ

とにつ いて、 どのよ うな根拠 で考 えたのかを聞 き手 に理解 で きるように話 す。 聞 き手 も自分 の

考 え とど こが どのよ うに同 じであ った り、違 っていた りす るのかを明確 に と らえ なが ら聞 く。

さ らに相手 の考 え との重 な りやずれについて、 自分 な りの根拠 を もとに同意 した り、質問 した

りす る。 このよ うな対話 の一連 の流 れを生徒 が十分理解 し技能 的 に も習得 して い くことが大切

であ ると考 えた。

この研究 に とりかか った当初の主 題設 定の ための授 業分析か ら

・根拠 を もって発言 す ることが苦手で、 フィー リングで答えて しま う生徒 が多 い。

・す ぐに答 えを求 めて しまい、 じっ くり時間 をか け、幅広 い考 え方 がで きる生徒 が少 ない。

・生徒 がお互 い考え を述べ合 い、 それ につ いて の意見交換等、生徒 が主体 とな った活発な学 習

活動が見 られ ない。

な どの問題点 が挙 げ られ た。 これ らを解決す るたあには、生徒 同士 が 自 らの考 え を話 し合 い、

深 め合 う活動 が不可欠で あると考 え、以下 を指導上 の留意点 と した。

① 書 く作業や話 し合 い活動 の機会 を多 く設定す る。

② 「どの表現 に着 目す るか」→ 「表現 された ものをど うとらえ るか」→ 「ど う考え て表現 す る

か」 の過程を大切 にす る。

③ 思考 にゆさぶ りをかけ る発 問の仕方 を工夫 す る。

④ 学習 プ リン トを工夫 す る。(物 語 の展開 を押 さえる ・話 し合 いの記録 を取 る ・考 え を深 め

る材料 とす る。)

⑤ 評価 の観点 を明 らかに し、その活動 ごとの評価 を行 う。

⑥ 話 し合 いの形 態を工夫 し、思 考を活性 化 させ る手 だて とす る。

研究 の副 テーマ に もな ってい る 「話 し合 い活動」 につ いて は、 パ ネルデ ィスカ ッシ ョン形式

の話 し合 い、班 で のバ ズセ ッシ ョンを設定 したが、話 し合 い活動 を活発 にす るか否かの大 きな

鍵 は、話 し合 いの話 題の設定の仕方 と意欲づ けにある。話題 は、 で きれば二っ以上 の立場 か ら

の論が両者 ともに成 り立っ ものが よいだろ うと し、 テーマの設 定 につ いて はか な り工夫 しなけ

ればな らない と考 えた。 これ らの話 し合 い活動 を取 り入 れる ことによ って、 これか らの時代 に

必 要 な情報収 集能力、論理的思考力、討論す る力 などを育成 す る ことが で き るので は ないか。

また、21世 紀 に向けて情報 メデ ィアは今後益 々進化 し、我 々の意思伝達 や情報 の模索 は、全 地

球規模 になるこ とは必然 である。 そ う した環境 の中で生 きて働 く力 の基礎、基本 を身 につ けさ

せ たい と考え た。
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(2)指 導の実際

① 【研究主題 との関連】

本研究 において は、以下 の文章表現活動 と音声表現活動 を有機 的に関連 させ て い く中 で、

論理的思考力 を高 め、主体的 に読 みを深 め られ るよ うに指導 を工夫 した。特 に音声表現活動

においては、話 し合い活動 を取 り入 れ ることによ り、準 備段 階でま とめた 自分 の意見 を、他

者 の意見 と比較 す ることを通 して、 さらに深 めていけ るよ う話 し合 いの形態 を工夫 した。 な

お、 いず れの表現活動 において も、 っねに 自分 の意見 の根拠 を明示 させて、論点か らずれ な

いよ うに し、思考 の深 ま りを確認 で きるよ う学習 プ リン トに工夫 を加 えた。

ア 文章表現活動

・自分 の読 み とりに基 づいて考 えや感想 を まとめ、文章 表現活動 の導入 にす る。

・学習 プ リン トに記入 す ることを通 して、小説 の展 開を押 さえ、基本 的な読み取 り作業 を

し、考え を深 め る材料 とす る。

・課題 に取 り組 む際に、文章表現 す ることによ って 自分の考えや立 場の根拠 を明 らかに し

て、考 えをま とめ る手 だて とす る。 また、簡単 な メモを とることに よって 自分 と他者 の

考 え方 を比 べなが ら、 自分 の考 えを深 め ることに役立 て る。

・読 み取 った こと、話 し合 った ことに基 づ いて、 主人 公 の今後 の生 き方 を考 え、 心 内文

(「おれは～」 で書 き始 め る)を 書 くことに よって、 自分 の考 えをま とめる。

イ 音声表現活動

。主人公の心情 の動 きを理解 しなが ら、朗読 を工夫 す る。

・ 「表現」 な どの根拠 に基 づいて、 自分 の考 えや意見 を発表で きる力を身につ ける。

・話 し合 い活動 を通 して、 自分 の意見 と他人 の意見 を聞 き比 べ、相手 の意見か ら学ん だ こ

とを生か し、 自分 の意見 をよ り深 め られ るよ うにす る。

② 【教材】 『夏 の葬列』 山川方夫(中 学国語 二年 教育 出版)

③ 【教材観】

疎開児童で あった主人公 「ぼ く」 は、決死 の覚悟 で助 け にきて くれた ヒロ子 さん を、艦載

機 の銃撃の もとにつ き飛 ば して しまう。殺人 を犯 した と確信 す る主人 公 は、後悔 の十数年 を

経て、 その記憶 を 「過去 の中に封 印 し」 「身 を軽 くす るために」再 び この地を訪 れ る。 しか

し、 そ こで遭遇 した ものは、偶然 の皮 肉か、一人娘 を亡 くして発狂 し、 自殺 した ヒロ子 さん

の母親 の葬列 だった。「二っの死」が現実 となった今、主人公 は生涯 その心 の重 荷 を背負 っ

て生 きてい くことを決意 す る。

罪 の意識 を もって生 きて きた主人公 に対 して生徒 は容 易 に感情 移入で きるだ ろ う。主人公

へ の共感が勝 るか反感 が強 く残 るか は、読者 である生徒の経験 や 「読 み」などによ って異な っ

て くる。初発 の感想 を もとに話 し合 い、他者 の意見 を参考 に しなが ら自分の 「読み」 を深 め

て い くのに適 した作 品であ ると考 え る。

④ 【指導 目標】

ア 作品 の展開 に注意 して読 み、主人公 の心 の動 きを と らえ させ る。

イ 方向性 を もった話 し合い活動 を させ ることによ って、心 の傷 を背負 って生 きる主人公 の

心情 の理解 を深 あ させ る。
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ウ 話 し合 いの中で根拠 を明 らか に して考 えを まとめ させ るように し、他の人の考え と自分

の考 えを比 べなが ら主人公 の これか らの生 き方を見っめ させ る。

⑤ 【指導計画】(7時 間扱 い)

作 品の内容 をつかむ(3時 間)

1 第1時 一 範読 を聞 き作品 の構成 をっかむ。 わか らない語句 や疑 問に思 った ところ も

含 め て、 初 発 の感 想 を書 く。 ⇒ プ リン ト1

次 第2時 語句 の意味 を確認 し、作 品の展 開を理解 し、主人公 の心情 の移 り変わ りを

と ら え る 。 ・⇒ プ リ ン ト2

第3時 第2時 の指導 内容 の続 きを行 う。

話 し合 い活動 を準備 し、行 う(3時 間)

第4時 班 を編成 し、次 の課題 に取 り組 む。

課題 「再 び この町を訪 れ るまで の十 数年 間、 彼 はど うい う思 いで あ った

2
か 。」

生徒 の一次感想文 を もとにす ると、課 題2に 対 す る意見 は複数出 る。 そ れ

を利用 して同 じ意 見を もっ者同士で班を作 り、班内でお互 いの意見 を発 表

して確 認 し合 う。 意 見 の 違 いが あれ ば 他 班 へ 移 動 す る。 ⇒ プ リン ト3

第5時 前 時の課題 につ いて班 の中で、話 し合 いを深 め、根拠 を明確 に しなが ら、

次 自分 たちの班 の意 見を まとめる。他の班 との違 いや独 自性 を主張で き るよ

うに工 夫 を加 え て 、次 時 の 発 表 の た めの 準 備 をす る。 ⇒ プ リン ト3

第6時(本 時)自 分の班 と他 の班 の意見を交換 して、班同士で質問 や意見 を出 し

合い、 自分 の意見 と他の人 の意見 との共通点、相違点 を明 らかに しなが ら

主人公 の心情 を深 く理解 す る。⇒ プ リン ト4

学 習 のまとめをす る(1時 間)

3

第7時 一 今後 の主人 公の生 き方 にっ いて 「おれ は～」で書 き始 め る心 内文 で表 現 す

次 る。 それによ って 自分の考え をまとめ、主人公 の生 き方 に対 す る自分 な り

の意 見 を もっ よ うにす る。⇒ プ リン ト5

⑥ 【工夫、修正 、改善点】

ア 根拠 に基づ いて話 し合 わせ る ことに重点 を置いたが、 ヒロ子 さんが死んだ ことを 「殺人」

とみなすか ど うか とい う点 だけに論議 が集 中 しないよ うにす る。 そのた あには広 く作品全

体か ら根拠 を さが し出せ るよ うに表現 の具体例 を示 す と生徒 も理解 しやす い。

イ 第6時 で は、話 し合 いの進 み具合 に応 じて、主人公 が苦 しみ続 けて きた理 由にっ いて生

徒の一次感想 文 や教師 のいわゆ る 「読 み」 を提示 す る。 これ によって話 し合 いが活発 にな

り、話題 がそれ た りす るのを防 ぐことがで きる。
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⑦ 【本時 の展開(第6時)】 ○話 し合いの司会=教 師

1学 習 内 容
学 習 活 動 評 価 の 観 点

・本 時の学 習 目標 を確 ・主人 公 の心 情 、 今 まで の生 き方 に つ い て

導 認 す る。 深 く理解 す るための話 し合 い活動 で あ る

こ とを確 認 す る。

入
・話 し合 い活動 の 目的 ・教師 の説 明を聞 き、話 し合 い活動 の手順

と方法を確認す る。 を理 解 す る。

・話 し合 い活動 に取 り 前時 まで に各班で話 し合 って まとめた意 見

組 む。 とそ の 根 拠 を 出 し合 う。

①前時 の課題(右 ◎) 他 の班 の考え方を知 る。 発言の根拠が本

に つ い て 自分 た ち の ◎再 び この町を訪 れ るまでの十数年 間、 文の 「表 現」 に

班 で話 し合 って出 さ 彼 は ど うい う思 い で あ った か。 基づ いて い るか。

展
れた意見 を、班 長 が 他 の班 の生徒 は聞 いて メモを取 り、最 後 に

代表 して発表 する。 他の班 に対 する意見(質 問)を ま とめ る。

σ プ リン ト4(個 人 の作 業)

② 他の班 に対 して意 見 他 の班 の考 え方を確認す る。1そ れぞれの班 の
「

(質 問)を 発表 する。 ※班 内 で 質 問 を 一 つ に ま とめ る こ と は しな 意見 を理解 で き

い。 あ くまで も個人的 に意 見(質 問)を て い るか 。

考 え る。 また、話 し合 いの補助資料用 に

③ 自分 たちの班 に対 す

一 次 感 想 の プ リン トを用 意 して お く
・ 【

個人 的に回答 を記入 した ものを班 内で発表 他の意見か ら学

る意見(質 問)の 回 して、互 いの共通点 と相違点 を確認 しなが んだ ことを生 か

答 を 考 え る。 ら班 の回 答(意 見)を ま とめ上 げ て い く。 し、 自分 の 考 え

④班 長 は自分 たちの班 各班 の回答の後 に、意見 ・質問 があれば質 を深 め る こ と が

開 への意見(質 問)に 疑 応答 を して・お互 いの観 や考 え方 を倒 で きたか・

対 す る回答を行 う。 解 す る よ うに 努 め る。 σ プ リ ン ト4

⑤簡単 にま とめの説 明 教 師の側 か ら、 たとえば次 の観点で補足 説

をす る。 明 を し、 話 し合 い を ま とめ る。

σ主人公 が 「人間 的な弱 さ」 と 「良心」 の

両 面 を もっ ゆ え に苦 しん で きた こ と。
1

ま
・以上 の活動 を通 して プ リ 。 、4に 、 自分 の意 見 に変 化 した と 。1

と

め

自分 の考 えを深 め ら

れたかど うかを確認

す る。次時 の予告。

うが あ るか ど うか 記 入 し、 今 回 の話 し合 い

を通 して 、 考 え か 深 ま っ たか ど うか 確 認 す

る。 次 時 の 学 習 に 関 係 の あ るこ とを伝 え る。
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(3>ま と め

1班 で は、 研 究 開始 当初 の授 業 分 析 か ら得 た現 在 の生 徒 に 多 く見 られ る問 題点 を解 決 し・ 本

研 究 の ね らい に迫 るべ く、 検 証 授 業 を繰 り返 しなが ら改 善 を 加 え て きた 。 学 習 プ リ ン トを 利 用

した文 章 表 現 活 動 と と もに、 明確 な 目的意 識 ・根 拠 に基 づ く様 々 な形 態 の 話 し合 い活 動 や 朗 読

とい った音 声 表 現 活動 を有 機 的 に 関連 させ て行 う こ とに よ り、 論 理 的 な思 考 力 を高 め、 主 体 的

に読 み を深 め る力 を 培 う こ とを試 み て きた。 以 下 、 そ の成 果 を ま と あて み る。

① 考 察

ア 文 章 表 現 活 動

学 習 プ リ ン トへ の記 入 は、 作 品 の 内容 の把 握 ・整 理 に有 効 で あ った。 ま た、 話 し合 い の

準 備 段 階 と して 、 文 章 表 現 す る こ と に よ り 自分 の考 え や 立 場 の根 拠 を 明 らか に して 考 え を

ま とめ る手 だ て と した こ と は、 主 体 的 な 読 み と り、 話 し合 い活 動 へ の意 欲 的 な参 加 へ の 土

台 とな った。

イ 音 声 表 現活 動

根拠 に基 づ い た話 し合 い活 動 を させ る こ と に よ って 、 筋 道 を立 て て 発 表 させ る こ とが で

きた。 ま た、 話 し合 い活 動 に お いて 、 以 下 の よ うな条 件 を設 定 した こ とが 活 発 な活 動 へ と

っ なが り、 思 考 力 を高 あ る た め に有 効 で あ っ た。

◎ 作 品 を 丸 ご と読 ん で 、 考 え る こ とので き る(考 え を深 あ られ る)テ ー マ を もつ。

◎ 子 ど もた ちが 、 そ の テ ー マ につ い て、 真 剣 に考 え る場 面 をつ くる。

… 夏 の葬 列 ・,には、 教 材 そ の もの に衝 撃 性 が あ り、 子 ど もた ちが 興 味 関心 を抱 き や す い

もので あ った こ と。

・自分 の体 験 に即 しな が ら、 一 人 一 人 が 自分 な りの考 え を もっ こ とが で き た こ と。

・思 考 のパ タ ー ンが ひ とつ に な らな い よ うに話 し合 い の 方 法 を変 え た こ と。

・生 活 班 に よ らず、 班 編 成 に工 夫 を加 え た こ と。

・ど うや って 伝 え た らい い か とい う手 だ て に つ い て マ ニ ュ ア ルが あ っ た こ と。

② 今 後 の課 題

ア パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョン形 式 にお け る話 し合 いの論点 が 、 こち らが期 待 す る もの とは違 っ

た点 に集 中 して しま う こ とが な い よ う、 準 備 段 階 に お い て用 意 す る発 問 は慎 重 に選 ぶ 必 要

が あ る。

イ 話 し合 い を進 め る上 で 中心 とな る リー ダ ーの 育 成 及 び、 話 し合 い の 系 列 を 日常 の 中 で計

画 的 に取 り組 ん で い くこ とが 大 切 で あ る。

ウ 従 来 は、 説 明 的 文 章 にお い て 、 根 拠 に基 づ いて 自分 の考 え を ま とめ た り、 発 表 した りす

る こ とが多 か った が 、 今 回 の 研 究 で は、 文 学 的 文 章 に お い て も同 様 な実 践 を 行 い、 有 効 で

あ った。 今 後 も多 様 な場 面 で の 学 習 活 動 を試 み て い きた い。
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22班

(1)ね ら い

2班 で は、1班 同様 表 現 活 動 を通 して思 考 力 を高 め る上 で、 そ の 目標 に 向 け、 よ り適 して い

る と思 わ れ る教 材 を選 択 し、 話 し合 い活 動 を通 して主 体 的 に読 み を深 め る力 を育 て る指 導 法 を

工 夫 した。 主 体 的 に読 み を深 め る力 が 、 思 考 力 を高 め る こ とにっ な が る と考 え た か らで あ る。

まず 、生 徒 が 興 味 を も って取 り組 む こ との で きる教 材 、 そ こに生 徒 自 らが解 き明 か して み た

い と思 う課 題 や 要 素 を含 む教 材 を選 択 す る こ とか ら と りか か った。 優 れ た表 現 に裏 打 ち され た

文 学 的 文 章 は、 そ の多 くが 生 徒 の心 を と らえ、 学 ぶ 意 欲 を喚 起 して くれ る もの だ が、 そ の 中 で

も特 に、 生 徒 自身 が 身 近 に感 じ る こ との で き るテ ーマ を もった教材 を選 ぶ よ う留 意 した。興 味 ・

関 心 の 高 さ は、 主 体 的 な取 り組 みへ の第 一 歩 と考 え る。

次 に、 教 材 に応 じた適 切 な課 題 を提 示 し、 どの生 徒 も 自 ら課 題 に取 り組 む こ とが で き るよ う

な手 だ て を 考 え た。 日常 の授 業 を振 り返 った時 、 そ れ が一 斉 授 業 の場 合 で も班 学習 の場 合 で も、

主 体 的 に思 考 して い く こ とが苦 手 な生 徒 もい る。 そ の よ うな生 徒 も主 体 的 に取 り組 め るた め の

明 確 な課 題 及 び形 態 を模 索 した。 様 々 な思 考 が交 錯 し合 い、 深 ま り合 う話 し合 い活 動 を展 開 す

る た め に は、 一 人 一 人 が、 段 階 の違 い は あ るに せ よ、 自 らの考 え を も って、 話 し合 い に参 加 で

き る ことが 大 切 で あ る と考 え る。 ま た、 教 材 に応 じた適 切 な課 題 の提 示 は、 作 品 を読 み と る上

で の視 点 を 明 確 に す る こ とで もあ る。 で き るだ け、 そ の課 題 を生 徒 自身 の疑 問 や 感想 か ら引 き

出せ る よ う配 慮 す る と と もに、 読 み と りの視 点 を 明 らか に す る こ とが主 題 の把 握 に っ な が って

い く こと も実 感 させ た い。

そ して 、 話 し合 い活 動 が、 生 徒 相 互 の思 考 力 の磨 か れ る場 に な るた め に は、 そ の形 態 を工 夫

す る必 要 が あ る と考 え る。 発 言 力 ・理 解 力 の あ る、 な しに関 わ らず、 どの生 徒 に も 自分 の意 見

を伝 え る こと の で き る場 に な るよ う、 ま た、 単 に意 見 を伝 え、 そ れ を 聞 くこ とで 個 々 の思 考 が

広 が る こと に と ど ま らず 、 さ らに思 考 を 深 め て い くた あ の話 し合 い とな るよ う、 話 し合 いの進

め方 を十 分 に指 導 す る こ とが不 可 欠 で あ る。 この よ うな観 点 で話 し合 い 活 動 を 行 うた め に は 、

次 の よ うな条 件 を整 え て い く必 要 が あ る。

・一 人 一 人 の声 を大 切 に 聞 き取 ろ う とす る気 持 ち を 育 て て い くこ と。

・人 か ら学 ぶ に は、 ま ず 自 らの意 識 を 高 あ て お く必 要 が あ る こ とを理 解 させ る こ と。

・ 「話 し合 い」 を す るに は、 ル ー ル も必 要 で あ る こ とを理 解 させ る こ と。

・分 か りや す く話 す た あ に は、 話 し合 い の場 を 多 くも って練 習 させ る こ と。

・話 し合 い の 内容 は、 誰 もが興 味 を も って話 す、 聞 くこ とが で き る課 題 を 設 定 す る こ と。

これ らの中 に は、 日常 生 活 で の経 験 の積 み重 ね に よ って 養 わ れ て い く もの もあ るが 、 国 語 の

授 業 の中 で 意 識 的 に育 成 す る こ とに取 り組 ん で い きた い。 そ して、 教 材 の 内 容 に合 わ せ 、 段 階

を設 けて 繰 り返 す こ とに よ り、 話 し合 い に慣 れ て い くこ とを 目指 した い。

以 上 の よ うに、 多 様 な話 し合 い活 動 を 通 して、 自分 の 意 見 を もち、 他 の 人 の もの の見 方 、 考

え方 を知 る。 互 い に ど う して そ の よ うな 意 見 を も った の か 根 拠 を 文 章 に戻 って 明 確 にす る こ と

に よ り、 自分 の考 え を さ らに深 め て い く。 こ う した活 動 を 通 して主 体 的 に読 み と る力 を養 うこ

と は、 「国語 の 力 」 に と ど ま らず 、 様 々 な場 面 に お け る様 々 な課 題 に 的 確 に対 処 す る力 を は ぐ

くむ源 に な る もの と思 う。
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(2)指 導 の実 際

① 【研 究 テ ーマ との 関 連 】

本 研 究 に お いて は、 「表 現 活 動 」 の 中か ら音 声 言 語 に よ る話 し合 い活 動 、 及 び、 文 字 言 語

に よ る文 章 表 現 活 動 を 取 り入 れ る こ と と した。 本 教 材 に お いて 、 生 徒 自 らが 考 え た学 習 課 題

に基 づ き、 話 し合 い活 動 を 中 心 に解 決 を 図 り、 文 章 表 現 活 動 は発 展 学 習 の中 で 扱 う こ と と し

た。

対 話 形式 、 班 形 式 、 学 級 単 位 な ど多 様 な 話 し合 い活 動 を設 定 す る こと で、 他 の人 の もの の

見 方 、 考 え方 を 知 る と同 時 に、 自 らの 考 え を確 認 し、 よ り深 あ る ことが で きる。 そ れ を、 主

体 的 な読 み の 力 の育 成 、 思 考 力 の高 揚 につ な げ た い と考 え た。

本 教 材 にお い て、 「わ た し」 と 「祖 父 」 の か か わ り に焦 点 を あ て て 読 み を 進 め る こ と に よ

り、 「私 」 が 「祖 父 」 を どの よ うに見 て い た か とい う こ とや 、 「わ た し」 の 「祖 父 」 へ の心 情

の変 化 につ いて 読 み深 め る ことが で き、 それ が 主 題 の把 握 に もっ なが る と考 え た。

話 し合 い活 動 を通 して 、 生 徒 一 人 一 人 の思 考 力 を高 め る た め に は、 他 の人 が もっ 違 った視

点 に触 れ る こ とで 、 自 らの考 え を深 め る体 験 が 必 要 で あ る。 そ の よ うな 学 習 活 動 を 設 定 し、

考 え る ことの 大 切 さ、 楽 しさ に気 づ き、 話 し合 い活 動 に意 欲 的 に取 り組 む姿 勢 を身 に っ け さ

せ る授 業 を 目指 した。

② 【教 材 名 】 『わ た しを作 った もの』 ロバ ー ト ・ウ エ ス トール(国 語 二 年 光 村 図 書)

③ 【教 材 観 】

この作 品 は、 大 人 に な った 「わ た し」 が 子 ど も時 代 の祖 父 との か か わ りを 回想 す る形 式 で

書 か れ て い る。 第1次 世 界 大 戦 で 肉体 も精 神 も傷 つ きゆ が め られ て い る 「祖 父 」 を 、 「わ た

し」 は恐 れ 嫌 って い た。 あ る 時、 「わ た し」 は、 「祖 父 」 が大 事 に して い た が ら くた に まつ わ

る話 を聞 く こと で、 「祖 父 の 背 後 に あ る人 生 の ドラ マを 知 り、 初 め て 心 が 通 い あ っ た喜 び を

感 じる ので あ る。 そ の時 の心 の交 流 が、 そ の後 の 自分 を作 る き っか け とな った。

この作 品 に描 か れ て い る時 代 や場 所 は、 今 の 日本 とは遠 く隔 た って い るが、 「わ た し」 の、

「祖 父」 に対 す る気 持 ちや心 の 交 流 に よ る変 化 は、 人 が 人 とか か わ って 生 き て い く こ と の 大

切 さや 温 か さ を教 え て くれ る。

生 きる と い う こ とが、 他 の人 との か か わ り、 心 の ふ れ あ い の 中 で成 り立 っ と い う こ と を 、

学 ばせ る こと の で き るよ い教 材 で あ る とい え る。

④ 【指 導 目標 】

ア 「わ た し」 と 「祖 父 」 との か か わ りを考 え る こ とに よ って、 自分 と他 者 との か か わ りを

認 識 し、 自分 の生 き方 に つ い て考 え る。

イ 多 様 な話 し合 い活 動 を通 して、 他 の人 の もの の考 え方 ・見方 を知 り、 自分 の 考 え を深 め

主 体 的 に読 み 取 る力 を養 う。

ウ 話 し合 い活 動 を通 して、 自分 の考 え を よ り正 確 に伝 え よ う とす る態 度 や 表 現 力 を 養 う。

⑤ 【指 導 計 画 】(9時 間扱 い)

第1時 ◎ 全 文 範 読(テ ー プ使 用)。 作 者 、 登 場 人 物 、 時 代 背 景 を お さ え る。5つ の ま と

ま りを確 認 。

◎ 初 発 の感 想 と、 読 み深 め た い 事柄 に つ い て 、 記 入 させ る。[学 習 プ リン ト①]
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第2時 ◎ 数 人 の感 想 を読 み、 読 み深 め た い事 柄 に っ い て そ の 内容 を挙 げ る。

◎ 第1の ま とま りか ら 「わ た し」 と 「祖 父 」 の か か わ りに っ い て考 え させ る。

[学 習 プ リン ト②]

謹.「 わ た し」 の眼 に 映 った 「祖 父 」 の様 子(態 度 や気 持 ち)「 わ た し」 の 「祖

父 」 に対 す る態 度 ・気 持 ち が書 か れ て い る部 分 に着 目 し抜 き出 させ る。

諜 慧 難 「わ た し」 と 「祖 父 」 の かか わ りが どの よ うな もの か、 「わ た し」 の 側 か ら

考 え さ せ、 そ の 内容 を ま とめ る。 理 解 しに くい もの は、 全 員 で考 え させ る。

◎ 第2の ま とま りか ら、 父 が子 ど もの ころ の祖 父 に っ い て 考 え る。[学 習 プ リ ン

ト③]

第3時 ◎ 第2、 第3の ま とま りを班 内で 分 担 して読 む。2～3人 の グル ープで話 し合 い、

第1の ま と ま り と同 様 に学 習 プ リン ト③ ・④ に記 入 す る。

◎ 学 習 プ リン トに書 い た こ とを、 各 自 が班 内 で発 表 す る。

・課 題 藤の項 目 と して 適 して い るか 、 班 内 で話 し合 う。

・螺 題 わ の うち、 「わ た し」 と 「祖 父」 の か か わ りが ど の よ うな もの で あ る か 話

し合 い、 分 か る もの と分 か りに くい もの を明 確 にす る。

◎ 謬 題a・bを 短 冊 に書 く。

第4時 ◎ 前 時 の短 冊 を もと に、 班 の話 し合 い 内容 を発 表 し、 分 か らな か った 内容 に つ い

て の解 明 と二 人 のか か わ りの理 解 を深 め る。

第5時 ◎ 第4の ま と ま りを班 内で 分 担 して 読 む。

6時 塗 「わ た し」 の 「祖 父 」 へ の気 持 ち の変 化 を考 え る。

[学 習 プ リ ン ト⑤]

◎ 次 時 の 発 表 に向 け た準 備 をす る。

第7時 ◎ 班 の 話 し合 い の内 容 を発 表 す る。 全 体 で 意 見 交 換 、 お よ び討 論 を行 う。

第8時 ◎ 第5の ま と ま りを 読 み、 主 題 につ いて 考 え る。

第9時 ◎ 「人 と人 と のか か わ りにっ いて 」、 具 体 的 な題 を与 え、 作 文 を書 か せ る。

⑥ 本 時の展 開

《第4時 》

学 習 内 容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

本時の学習 内容 の 「わ た し」 と 「祖 父 」 の か か 前 時に作成 した短冊 と学習課 題 を

導 確認 わ りに つ い て考 え る 黒板 に掲 示 して お く。

課 題a戸bに っ いて、黒板 に向か っ

て左 に第2の ま と ま り、 右 に 第3

入 の ま とま りか ら抜 き出 した も の を

ペ ー ジを追 って 見 や す くは る。
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班 の話 し合 いの内 1班 か ら順 に、書 き出 した 表 ◎ 発表す る人の態度 につ いて助 言

容 を発 表す る。 現 を読 み 、 話 し合 って 分 か っ す る 。

た こ と、 分 か らな か っ た こ と ・班 の考 え を 分 か りや す く話 す ご

を 発 表 して い く。 と 。

・ま と ま って いな い と き は ど こが

・発表者や板書す る者 は班 の ど の よ うにま と ま って いな いか、

中 で あ らか じめ決 めてお く。 話 す こと。

・発 表 者 は前 に立 ち、 声 の 大 ・声 の大 きさ速 さ に注意 す る こと。

き さや 速 さ に気 を配 る。 ◎聞 く人 の態度 にっいて助言す る。

・発 言 者 カー ドを参 考 にす る。 ・発表者 の発言 を最後 まで聞 くこ

・大 切 な語 句 を指 し示 した り、 と 。

展 書 き込 む。 ・発 表 者 の考 え の 中 に、 自分 と同

・班 の発 表 が 終 わ った ら、 質 じ点 、 異 な る点 、 共 感 す る点 を

問 が な いか 聞 く。 見 っ け る こ と 。

◎ 一 斉 授 業 の形 態 を と る。

◎ 「それぞれ班 であげた表現が、

雛 欝 審 としてふ さわ しい もので あ

◎各班 の発表 の中で、共 感 で る こ との説 明 を しま し ょ う。 そ し

きた点 や 違 う点 の メモを とり、 て 、 二 人 の か か わ り に つ い て 、

読 み取 りを深 め て い く。 『わ た し』 の側(思 い)か ら話 し

合 った 内容 を発 表 して くだ さい。」

◎適宜 ま とめを し、班 で話 し合 う

必 要 の あ る もの に は 印 を っ け る。

開 ◎聞 く側 の メモの取 り方 に気 を配

る 。

班で分か らな い と ◎班 に分 かれ る。 ◎ 「前 回の班 の話 し合 いで分 か ら

ころの話 し合 いを ◎各班 の話 し合 いか ら教 え ら な か った と ころ を 今 日の 他 の 班 の

す る 。 れ た こ とは な い か。 発表 を参考 に しなが ら、 もう1度

・司 会 者 が班 員 に聞 いて い く。 話 し合 って み ま しょ う。」

・考 えが ま とま る もの と ま と ◎解決 しな ければな らな いと ころ

ま らな い もの とを 明 らか に のあ る班 の様子 を机間指導 し、 助

し て い く 。 言 す る。

◎発表者 はその場 で話 し合 い

班 ご とに発 表 し、 の 内容 を発 表 して い く。 ◎話 し合 いの深 まりをほめ、努 力

意見交換 をす る。 ◎他 の班 の意 見を聞 く。 を認 め る。
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ま

と

本 時 の ま とめ と、

学 習 の感想 を書 く。

感想を発表する■

とめ る。

・各 班 の考 え を うま く伝 え る

こ とが で きま した か。

ド あなたの発言を韻 は真剣
に 聞 いて くれ ま した か。

卜 他 の 入 の考 え を 聞 い て、 自

1分 の考 え が深 ま りま したか。

t

ll
・今 日の 活動 で どん な こ と を

1学 ん だか にっ いて記 入 す る。

◎rふ りかえ りシー ・』 に剥 ◎特 に心 ・・残 。醗 表 内容 な ど、

[具 体的 な記述 を こころが けるよ う

に助 言 す る。

◎ 『ふ りか え り シー ト』 を 司 会 者

が提 出 す る よ う指示 して、集 め る。

⑦ 指 導 方 法 の 工 夫

ア 話 し合 い活 動 に よ って 何 を考 え させ るか 、 と い う点 を明 確 にす る。

・課 題 を 明 示 す る。(黒 板 に掲 示 や板 書 す る)

イ 発 問 の工 夫。 難 しい表 現 は さ け、 誰 もが 身 近 に考 え る ことが で き る よ うな、 分 か りや す

い表 現 を 用 い る。

・短 冊 、 プ リ ン ト、 ワ ー ク シー トを利 用 す る。

ウ 多 様 な話 し合 いの 形 式 を と る。

。二 人 の 対 話 、 班 、 全 体 な ど。

⑧ 評 価の観点

ア 話 し合 い活動 によって考えが深 ま り問題が解決 したか。

イ 学習 プ リントの使 用に よって、考えが まとま り他の班 との相違点や共通点 に気づ くこと

がで きたか。
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(3)ま と め

① 考 察

本分科会 で は、小説を教材 と し、話 し合 い活動 を通 して読み を深 めなが ら、生徒 の思考

力を高 め る指導の方法 につ いて研究を進 めた。4回 の検証授業 を行 いなが ら、本研究 のね

らいに迫 って いった。 ワーク シー トを利用 した小集団 での話 し合 い、全体討議 などの音声

言語 によ る多様な話 し合 いを設定 し、「思考力」 の育成 を試 みた。 そ して次 の よ うな成 果

を得 た。

ア ワー クシー ト

話 し合 い活動 に向 けて、個人 の読 みを確認 し、理解を深め るた めの活動 にワーク シー

トを取 り入 れ ることで、学 習課題 に主体 的 に取 り組 も うとす る姿勢をひき出せた。また、

ワーク シー トに書 き込 んだ 自分 の意 見を もとに話 し合 いに参加 す ることは話 し合 いの活

発化 にっ なが ってい った。

イ 多様 な話 し合 い

生徒一人一人が 自 らの考 えを もち話 し合 いに参加 で きるよ うに、 小集 団(生 活班)と

全体での討議 を設定 した。小集団 の中では、 のびのび と意見 を言 う一方 で、 班員の意見

に耳 を傾 け、 自分 の意見 を修正す る場面 も見 られた。全体 の討議 で は、発表 者 カー ドを

もとに班 の意見 を述べ た。黒板 に短冊 に書 いた班 の意見 をは ることで、意 見交換 や討 論

に主体 的 に参加す る ことがで きた。

② 今後 の課題

ア ワー クシー トに書 いた ことを もとに、全員が主体 的に話 し合 いに参加 す るてだてを さ

らに工 夫す る必要があ る。

イ この作 品 は教科書 で は2年 の教材 と して扱 われ ているが、2年 生 と3年 生 で検証授業

を行 った結 果、話 し合 い活動の ため の教材 と して は3年 生 に適 して い た教 材 で あ った。

授業 の 目的 に応 じた教材分析が いっそ う必要で ある。
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33班

(1}ね ら い

中学校 の古 典学習 の中心 は、「古典 に親 しむ」 こととされてい る。 わ れ わ れ3班 の メ ンバ_

はこれ までの古典 の指導法 と して・本文 の現代語訳や文法学習の教 師主導 的な もの と、音読や

群読 ・暗唱・作者や作品 の ことにつ いて調べ た ことを発表 させ る表 現活動等を行 って きていた。

だが・ これだ けで、生徒 に対 して十分 に古典へ の興味関心 を もたせ るこ とがで きたのであ ろう

か という疑 問 と不安が あった。 それ は・現代文 の作品で は、登場人 物 に感情移入 で きるまで高

ま る感動 を もった り・説明的文章で は筆者 の意見を きちん と把握 で きる ことが、授業 で見 られ

るのに・ こと古 典で は・そ こまで に至 らない ことが多 いか らであ る。 そ の原 因 を考 えて みて、

「自分 な りの素直 な解釈 や感動 が もてていなか ったのではないだろうか。」 とい うことにメンバー

の意見 は集約 された。

そ こで・積極 的 に生徒 の 自由な発想 と活発な話 し合 い活動を取 り入れ よ うと考 えた。古典作

品を使 い・ 自由な発想 を もとに自分 な りの創作を させ る。その創作 文を もとに して、 自由な感

想 や意見 を出 し合 い、話 し合 い活動 をす る。 これ により生徒 は積極 的 に古典学習 の授業 に参加

す るのではないだ ろうか と予想 した。 そ して、考え る場面 が 自然 に生 まれ、思考が高 ま ること

も十分 に期待 で きるもの と思 った。

これ らの ことを総合 的に具現化 す る方 法 と して 「班新 聞作 り」 を採用 した。 「個人 新 聞」 の

よ うな単 なる発表 だけでは・ 自由な 自分 な りの表現活動 にとどま り、 せ っか くの教室で の授業

を活か しき っていない。 お互 いの発表 を興 味を もって聞 く姿勢、 お互 い に感想 を述べ あ った り

矛盾点 を指摘 した り改善点 な どを話 す場面 があ って こそ、思考 が深 ま るもの と思 われ る。

個人で創作 した ものを新 聞風 に 「記事」 と し、 お互 いに感想 や改善点 を述 べあ うこと も新 聞

風 に 「合評」 と定義 して 「班新聞作 り」 を行 お うと我 々 は考 えた。 自 ら記事 を考 え ることに関

して は・現在 の生徒 たちは抵抗 な く楽 しみなが ら取 り組 め ると予想 で きた。情報 の氾 濫す る現

代の生徒 た ちの発想 は豊富 である。古典 の世界 な らなお さら・ 自由に想像力 を生 か して創作 で

きるであ ろうと考 えた。 そ こに、合評 とい う話 し合 い活動 が加 わる ことによ って コ ミュニケー

シ ョンが図 られ、 お互 いの思考が高 め られるであろ うと考 えた。

新 聞作 りに は文章 表現 の他 に、 レイアウ ト(見 出 し ・イ ラス ト・写真)、 構成 な どいろ いろ

な作 業があ る。 だか ら、文章 を書 くことが苦手 な生徒 も、新聞作 りの多様 な場面 への積極 的な

参加 が可能 であ る。 さ らに、広告や テ レビ欄、 スポーッや芸能、社会面や政治 ・経済、社説 や

コラム・ とあ りとあ らゆる ものが・新聞 には載 って いるのだとい うことを理解す る ことで
、 自

由な発想 に基 づ く・色 々な意見がでて くるで あろ うと考 えた。 これ らの過程 のすべ てが、生徒

の考 え る力 を高 めて い くことにっなが って い くもの と思われ る。

これまで音読 に よる表 現活動 に終始 しが ちであ った古典学習 に、「班新 聞作 り」 と 「話 し合

い活動」 を導入 す ることで、思 考を高 め る教育 的効 果を あげ、それが ひいて は古典 その もの に

親 しむ きっかけにな るので はないだ ろうか と考えた。
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② 指導 の実 際

① 【研究主 題 との関連】

副主題 「新 聞作 りを通 して、思 考力の育成 を図 る。」

本研究 においての 「表現活動」 は以下の二 っ と して と らえた。

ア 文章表現活動

・自分 の考 えに基づ いて個 々 に班新聞のため の記事を作 成す る。

・他人 の書 いた記事 に対 しての評価を合評 カー ドに記入 す る。

・で きあが った各班 の新 聞 に対 して、 自分 の意見を もち、それを評価 カー ドに記入す る。

イ 音声表現活動

・各班 で個 々に作 った記事 を発表 し合 う。

・合評 カー ドを用いて、批評 のための話 し合 いをす る。

・個 々の記事 を もとに、班 で一枚 の新 聞を作 るための話 し合 いをす る。

以上 の表現活動 を通 した 「思考 力を高 め る」学 習 と して以下 の指導案 を設定す る。

② 【教材】 「竹取物語』(中 学 国語 一年 教育 出版)

③ 【教材観】

内容的 には伝奇 的要素 の強 い物語 で、 その根底 に は神仙思想 や仏教思想 の影響 も色 濃 く

見えて いる。 しか し、 ス トー リーの中核 はあ くまで もか ぐや姫 が人 間世 界 に降 りて きて、

再 び天上世界へ戻 ってい くとい うものであ る。 中学生 な ら一度 は絵 本 な どで 目に した り、

聞い たことが ある話 であ る。古来人 間の有す る夢 と理想 を描 き、美 への憧 れ、永遠 な るも

のへの憧 れを優 しい文章 で仕立 てあげ、多 くの人 々に親 しまれて きた この文章 だけに、親

しみやす く、古典へ の入門 としては最適 の作 品 と言 えよ う。

④ 【指導 目標】

ア 古 典 に親 しみ、 自分 の興味 ・関心 に応 じた内容 を、文章 か ら読 み取 る力 を養 う。

イ 文章 か ら読み取 った内容 を もとに、 自分 の考 えを もち表現 す る力 を養 う。

ウ 話 し合 い活動 を通 して、他人 の考 えを理解 し、評価 ・判断 す る力 を養 う。

工 話 し合 い活動 を通 して、 自分 の考 えを深 め る力 を養 う。

⑤ 【指導計 画】8時 間扱 い

授業 の流 れを説 明す る。(新 聞作 りも含 めての ワー クシー トを使用 す る。)

教材 の提示、 時代背景 な どを説 明す る。

全文 を範読 す る。(歴 史的仮名遣 いに注意 させ る。)

登場人物 の確認、 あ らす じを押 さえ る。
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初 発 の感 想 ・自分 の知 って い た こ と を書 か せ る。

(ワ ー ク シ ー トを 使 用 す る 。)

第2時 か ぐや 姫 の誕 生 の い き さっ を 読 み取 る。

成 長 した か ぐや姫 に まつ わ るで き ご とを読 み取 る。

月 の世 界か ら迎 えに来 た場面 を読 み取 る。

次 (ワ ー ク シ ー ト を 使 用 す る 。)

第3時 月 の世界 か ら迎 えに来 た場面 を読 み取 る。(前 時の続 き)

か ぐや姫昇天 の場面 を読 み取 る。

か ぐや姫昇天後 の事 をま とめる。

次時 の予告 をす る。

(ワ ー ク シ ー ト を 使 用 す る 。)

新聞記事作 り ・合評 ・新聞作成(4時 間) 主に身にっけさせたい力

第4時 生 活班を使 って新聞を一枚 作 ることを確 認す る。

各 班 の新 聞 の テ ーマ を 「か ぐや姫 」 「帝 」 「翁 嬬 」 か ら選 ば 選択

せ る。 そ の テ ー マ で個 人 の記 事 を作 成 させ る。 そ の人 物 に 比較

な り き って書 い て も良 い。 判断

2

ま た 「資 料 集 」 な どの資 料 を用 い て も良 い。(予 告 して お

き資 料 を各 自 で持 って く る。 ワー ク シー トを使 用 す る。)

考 えを もっ

伝 える

第5時 前回 の続 きを行 う。各班 の中で完成 した個人 の記事 を発表 比較

し合 い、 合 評 カ ー ドに記 入 す る。 評価

第6時 合 評 カ ー ドを 用 いて 、 良 い と ころ を中 心 に評 価 し、 話 し合 比較

う 。 評価

次
これ らの記 事を もとに班 で一枚 の新 聞を作 るにはどうすれ 考えを もっ

ば良 い か話 し合 う。 判断

ま た、 一 っ の班 を例 と して と りあ げ、 ク ラ ス全 体 で そ の記

事 に対す る改善点 を話 し合 う。

(ワ ー ク シ ー ト を 使 用 す る 。)

第7時 新聞作 りのための仕事分担 をす る。 伝 え る

前回 の話 し合 いの結果 を もとに班新聞 を作成す る。 ま とめ る

新 聞 発 表 ・ク ラ ス に よ る評 価(1時 間)

3
第8時 前 回作成 した新聞を クラス内で発表 し、評価 カー ドを用 い 比較

て評 価 す る。 評価

次 ま た、 自己評 価 カー ドも用 意 し、 新 聞 を 作 る こ と に よ って ま と め る

ど の よ うな点 が良 か った か悪 か った か を 考 え させ る。
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⑥ 【評価 の観点 と指導 の工夫】

〈観点〉 ・古 典 に親 しみ、 自分の興 味 ・関心 に応 じた内容を、文 章か ら読み とったか。

・文章 か ら読 み取 った内容 を もとに、 自分 の考えを もち表現で きたか。

・話 し合 い活動 を通 して、他人 の考えを理 解 し、評価 ・判断 す る力 を もて たか。

・話 し合 い活動 を通 して、 自分 の考 えや意 見を深 め ることがで きたか。

〈工夫〉 ・主体 的な学習活動 を促 す ワー クシー トの工夫。

・合評 カー ドによ り自分 の意見 の根拠 や感想 を まとめ させ る工夫
。

・自己評価、相互評価 の内容 が次 の学習 に生 かせ る評価 カ ー ドの工夫。

・話 し合 い活動 が意欲 的に行 われ るための計画 的な机間指導 の工夫
。

・生徒 自身が個 々の学習段階 を理解 す るために
、 ク リップボー ドを使 っての学 習

段階表示 の工夫。

・一っ の記事 をク ラス全員が見 られ るための拡大機 の利用
。

⑦ 【毎次 の学習 目標お よび指導展開】

《目標》〈1次 〉 ア

イ

〈2次 〉 ア

イ

ウ

工

オ

〈3次 〉 ア

イ

《展開》

〈2次 〉(第6時)

本教材 の学習 目標及 び学習 の流 れを理解す る。

ワークシー トを用 いて作品の内容 を理解す る。

話 し合 い活動で テーマを選択す る。

各班の テーマにそ って個人 で記事を書 く。

合評 カー ドを用 いて班員 の記事を評価す る。

それ らの記事 を一枚 の新 聞 にまとめ るため の話 し合 いをす る。

新 聞を作 るための仕事分担 をす る。

作成 した班新 聞を クラス内で発表 す る。

評価 カー ドを用 いて新 聞を個人評価 す る。

学 習 内 容 学 習 活 動 指導 上 の留 意点

導
・本時の目標を確認す ・前時の学習を復習 し、本時の目標 と流れ ・新 聞作 りであ ること

る 。 を理解す る。 を再確認 させる。

・前回記入 した合評 カー ドの配布 を行 う。 ・自分の意見をまとめ

入 ・合評 にっ いて説明。 ・合評の仕方を理解する。 さ せ る。

・個 々の記 事 の検討。 ・合評 カー ドを もとに個 々の記事 につ いて ・自分の意見の根拠を

(第一段階) 合評 をす る。 考 えさせ る。

・班長を中心にした話

し合 いを させ る。

・記事を発展させるよ

うな発言 をさせ る。
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・個 々の記事の選択。 ・班新聞を作るために合評をもとに記事を ・自分の意見の根拠を

(第二段階) 選択 す る。 考え させ る。

展
・個 々の記事 の検討。 ・誰の記事をもとにどんな形で用いるか話 ・新聞の様式の再確認。

(第三段階) し合 う。 ・班長を中心 にした話

し合 いを させ る。

。一っ の班 の話 し合 い

＼

・一 つの班 の中心 とな る記事 を とりあげ
、 ・拡大機 な どを用 い ク

開 の状況を全体で話 し それをもとにクラス全体でそれに対 して ラス全員が見 られる

合 う。 の意見を出し合 う。 よ うに工夫 す る。

(第四段階) (改善点など)

。再び各班での記事の ・ク ラス全体 での話 し合 いの結果 を用 いて ・話 し合いの方向性に

検討。 の話 し合 いをす る。 配慮 する。

・本時 のま とめ 。評価 カー ドに自己評価 を記入 する
。

ま
・話 し合いの進度の確 ・各班の司会者が各班の進度状況を報告す ・発表の方法や学習活

と
認 。 る 。 動 にっ いて評価 し、

次時への意欲を高め

め
る 。

・次時の学習内容の確 ・次の時間に実際の新聞作成を行うことを

認 。 確認 す る。

⑧

ア

イ

ウ

工

【本時 の評価(第6時)】

他 の生徒 の書 いた記事 を読 み、理解 す ることがで きたか。

他 の生徒 が書 いた記事 に対 して、 自分 の考 えを もっ ことがで きたか。

司会者 を中心 に した話 し合 い活動が で きたか。

各班で作 る新聞 のイメー ジを作 る ことがで きたか。
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(3)ま と め

3班 では、古典教材 の授業 の中 に 「班での新 聞作 り.」を取 り入 れ、個 々が記事 を作成 す る

文章表現活動 、記事 にっいての内容検 討のため班 で話 し合 う音声表現活動を行 うことによ り、

「思考力」の育成 を図 る研究 に取 り組ん だ。 そ して、5回 の検証授業 を行 い なが ら、 その都

度改善 を加 え。研究 のね らいに迫 ってい った。 ここで は、学習活動 の過程 に従 い、 その成果

をま とめて み る。

① 考 察

ア 記事作成

新聞作 りのための出発点 であ るとともに、記事 を書 くことによ り、思考力 を育成 す る

ための場 であ る。生徒 は新聞記事 を書 くとい うことに興味 を示 し、様 々な工夫 を凝 らし

なが ら主体 的に取 り組 み、 内容 の充実 した記事 を書 いていた。

イ 個 々の記事 の比較 ・評価

互 いの記事 を読 み合 い、合評 カー ドに評価 を記入 してい くことによ り、思考力 を育成

す る場で ある。生徒 は新 しい発見 に驚 きを見せ た りしなが ら他 の記事 を読 み、 その記事

に対 す る自分 の意見 をま とめて いた。

ウ 話 し合 い

合評 カー ドを用 いて、互 いの記事 に対 して講評 し合 い、 よ りよい記事 にまとめてい く。

その過程で 自分 の意見 を表現 し、他 の人 の意見 を知 る ことによ り考 えを深 め、互 いの思

考 力を高めて い く、 この研究 の中心 となる場で ある。生徒 は他 の考え に真剣 に耳 を傾 け

なが ら、 自分 と異 なる見方や、気がっか なか った見方 を知 るこ とがで きた。

工 新 聞作成

話 し合 いを基 に、班で1枚 の新聞 を作 りなが ら、読み手 に分か りやす く伝え るための

工夫 をす ることにより、思考力を高 めて い く場で ある。生 徒 は、 いろいろと工夫を凝 ら

しなが ら、楽 しんで新聞作 りを行 って いた。

オ 新 聞発表会

班 ごとに作成 した新聞を クラス全体 の前 で発表 しなが ら、各班の新聞を比較 し、 自分

の考 えをま とめ、 意見や感想 と して表現 す ることにより、 思考力を高 あていく場である。

生徒 は、意欲 的に他の班 の発表 を聞 きなが ら、意見 を発表 し合 っていた。古典への興味 ・

関心 が深 ま るとともに、一層 の作 品理解 ・友人 の理解 に もっなが った。 また、学 習の成

果 を新聞 とい う一 っの もの と して残 す ことの素 晴 らしさを感 じた。

② 今後 の課題

ア 話 し合 いを進 めてい く上 で、 中心 とな る リー ダーの育成 な ど、生徒全 員が意欲 的に取

り組 んでい くために、 どのよ うな指導 や助言 を してい くかにっいて、 さらな る工夫 が必

要で ある。

イ 「班で の新聞作 り」 とい う表現活動 を単発 的に終 わ りにす ることな く、古典教材 の授

業 のみな らず、 いろいろな題材 に活用 しなが ら、生徒 の発達段 階 に応 じて、計 画的に3

年間 の指導計画 に位 置付 けてい くことがで きるよ うに、 い っそ うの工 夫 が必要 で あ る。
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1V研 究のまとめと今後の課題

本年度 は、「表現活動 を通 して思 考力を高 め る指 導法の工夫」 とい う研究 主題 の もとに 「話

し合 い活動 を通 して、読み を深 め、 自己表現 力 を育 てる」 とい うことを主 な内容 と して研究 を

行 った。研究組織 と して文学的文章班 を2班 と、古典班 の合 わせて3つ の班を設 け、指導法 の

改善 ・工夫 を試 みた。

「思考力」 を高 め る指導法 の工夫 と して、 次 の項 目を検証授業 での共通課題 と した。

1

9
自

0
0

4

学習活動 を明確 にす る。

思考過程 を大 切 に し、思考す る時間 を十分 に とる。

話 し合 い活動 における指導者 の支援 の方法 を工夫 す る。

発表(口 頭 ・記述)の 機会 を多 くし、互 いに啓発 しあ う中で学ぶ ことの価値 に気付 かせ る。

1班(文 学 的文章 班)は 、文学教材 におい て話 し合 い活動 を多 く取 り入 れ、主体 的 に読 みを

深 める研究 を進 め、次 のよ うな成果 がみ られ た。文 学を読 む楽 しさを味わいなが ら も、 より多

くの表現 に気 づ き、根拠 を挙 げて考 えを まとめ ること、話 し合 い活動 の中で、 他の考えを理 解

し、考 えを深 め、多様 な読 みを認 め合 うこと は、主体的 に文学教材 の読 みを深 め ることにつな

が った。 また、授 業 に意欲 的に取 り組 む姿勢 を作 ることや、思考 力を高めるのに有効であった。

2班(文 学 的文章 班)は 、文学教材 を読 み、 多様 な話 し合 い活 動を通 して他 の人 の考えを知

る とい う過程 を通 して、次 のよ うな成果 を得 る ことがで きた。一 人一 人 に関心 ・意欲 の高 ま り

がみ られた。 また、 自分 の考 えをよ り正確 に伝 えよ うとす る態度 や表現力が養われた。 さらに、

課題 を明確 にす ることで、作品 の理解 が深 ま り、話 し合 いが活発 になった。

3班(古 典班)は 、古典 を読 み、読 み取 っ た内容 を新聞形式で表現す るとい う学習活動 を考

えた。 その活動 の過程 において各 自の記事 を もちよ り、 さ らに質の高 い一つ の新聞 にま とめて

い くとい う話 し合 い活動 を通 し思考 力の育成 に努 めた。 その結果、主体的 に取 り組 み、他 の人

の意見 を真剣 に聞 き学 び合 う姿 がみ られ個人 の思考力 を高 あて い くことにつ なが った。

これ らの研究 の結果、表現活動(文 章 ・音 声活動)を 授業 に多 く取 り入れ る ことで生徒 の主

体性 を引 き出 し授業 に取 り組 む意識 を高 め、 さ らに、活動 の目標 ・方法 を明確 に して学 び方 を

学 ばせ る中で 「思考力 を高 め」 てい くことが で きると言 え るのではないだろ うか。

今後 の課題 と して は、次 のよ うな ことが挙 げ られ る。

・生徒 の表現 活動の場 を増 やすに は、指導 を 計画 的に して時 間を生 み出すよ うに した い。

・学 び合 う環境 、お互 いを認 め合 う人 間関係 を作 るに は、話 し合 い活動 を継続 的に段階を踏 ま

えて行 いた い。

・生徒 の授業 に取 り組む意識 を高 め るために、学 ぶ意 義や必要性 のあ る話題(教 材)を 選 び、

生徒 の考 えを授業 に積極 的に取 り入れ、発 問 を吟味 してい くとともに、 お互 いに評価 し合 う

よ さに気付 くよ うな指導 についてい っそ う工 夫 してい きた い。
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